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ここで, ti は i番目のセルが分子によって満されているか否かによって,各々1かO
を取るような特殊関数であり,LFまセルの個数であり,Apはポテンシャルの角度部分で
あり,<Ap> は j分子の配向についての平均を表わす｡今, ti- 1又は, 0故,
tJ<Ap(ni,nj,bii)>Wp,'ii三一(1/β)<Ap>ln(lltiCp,ij)
Cp,ii≡1-exp(-βWp,ij)
ここで β -1/kBT｡ この近似を使って自由エネルギーを計算し,Tは自由エネ/レギー
最小で決定し,一方符は,簡単の為に気体-ネマティック相は, ワニ0. スメクティツ




eo,ep(JL-1,2,3,4)は VoiJ及び鞄 ,ij のポテンシャルパラメタであるo換算温度'
及び換算圧力を各々 t-kBT/64,P-P13/641として導入する時,･t-1.6での p- t相









第 1 図 第 2 図 83/El
1)W.MbierandA Saupe:
Z.Naturforsch 13A (1958) 564,
14A (1959) 882,
15A (1960) 287,
-2)ILMori,比 OkamotoandS･lsa:
Prog･Theor.Phys･ 47 (1972)1087｡
3)GW Gray; MolecularStructureandthePropertiesof
LiquidCrystals(Academic,NewYork, 1962)
-HI0-
